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XperiaTM用USB充電専用ケーブル 1m（USB-充電端子）

●ケーブルを抜き差しする時には、ケーブルを
引っ張らず、必ずコネクタ部（プラグ）を持って
ください。
●プラグ、コネクタには”向き”があります。プラグを
差し込むときには向きをよく確認してください。

●本製品を抜き差しする時には必ずコネクタ部
分を持ち、無理な力を加えないでください。
ケーブル部分を引っ張ったり、無理な力を加え
ると破損や故障の原因となります。
●本製品と各機器を接続する際には各機器の取
扱説明書をよく読んでから行ってください。
●濡れた手で本製品の接続や取外しを行わない
でください。
●水や飲料水、ぺッ卜の尿などで濡らさないでく
ださい。
●高温、多湿な場所では使用しないでください。
●火のそばや直射日光の当たる場所、炎天下の
車内など、高温の場所で使用・保管・放置しない
でください。
●電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器に
入れないでください。
●本製品を家具で踏んだり、扉ではさんだりしな
いでください。
●水平で衝撃や振動のない平らな場所でご使用
ください。
●本体に物が当たったり、ケーブルがひっぱられ
たりするとコネクタの接続が外れてしまうこと
があります。
●本製品を分解したり、加工したりしないでくだ
さい。
●強い衝撃を与えたり、投げ付けたりしないでく
ださい。
●ケーブル部の被覆が傷ついたり、コネクタ部が
ぐらつくなどの異常がある場合には使用を中止
し、新しい製品を使用してください。

●子供が使用する場合には、保護者が取扱方法
を教えてください。また使用中においても、指
示どおりに使用しているか確認してください。
●乳幼児の手の届かない場所に保管してください。
●本製品は屋内用です。

出力電圧が異なるUSB充電器（ACアダプタ）
を接続した場合、本製品および、接続した機器
が誤動作、故障、加熱、発煙、発火する恐れが
あります。また、極端に定格出力電流の大きな
USB充電器（ACアダプタ）を接続して使用す
ると、USBやマグネット端子のコネクタ・本製
品内に規格外の電流が流れる場合があり、本
製品および、接続した機器が故障、加熱、発
煙、発火する恐れがあります。
必ずマグネット端子対応の端末を接続してく
ださい。規格外の製品を接続した場合、本製
品ならびに接続した端末、USB充電器（ACア
ダプタ）が故障、加熱、発煙、発火する恐れが
あります。
本製品を使用中に発生したデータやプログラ
ムの消失、機器の故障などにつきましては、弊
社は一切の責任を負いかねます。
あらかじめご了承くださるとともに、定期的にバッ
クアップを取るなどの対策を行ってください。

安全に使用していただくために重要なことがらが書かれています。設置やご使用開始の前に以下の内容を
必ずお読みください。

取扱い上の注意

誤った取扱いをするとやけどや火災の原因になります。

※製品の安全性向上、品質改善のため、仕様・外
観などを予告なく変更することがあります。

マグネット端子の取付け方

使用上の注意

マグネット端子には方向があります。
逆方向に取付けると充電できません。
逆方向に取付けると端末機器本体が破損する恐れがあります。

コネクタを持ち矢印の方向に取付け、
取外しを行ってください。

矢印の方向に取付け、取外しを行うと端子が
傷ついたり、故障することがあります。

マグネット端子取付け上の注意

コネクタ(オス)
USB Aマグネット端子

※XperiaTM 

USB充電器

※XperiaTM シリーズでマグネット端子が
あるスマートフォンなどに対応です。
※最新の対応機種は表面のQRコードで
ご確認ください。

仕様
■カラー：ブラック 
■コネクタ形状：USB Aコネクタ オス ー 充電端子（マグネット端子）
■ケーブル長：約1.0m 

対応機種

特長

専用マグネット端子でらくらく充電
●XperiaTM の卓上ホルダ用接触端子を使用して 充電を行うことができるケーブルです。
　卓上ホルダがなくてもmicroUSB接続端子カバーを開くことなく充電することができます。
●ケースを装着したままでも使用できます。
※ソニーモバイル純正卓上ホルダ（クレードル）に対応しているケースのみに対応しています。
※弊社製ケース（PDA-XP31・33シリーズ）では、端末本体にケースをつけたまま充電が可能です。
　(2014年7月30日時点)

※ケーブルをお選びの際は、用途及び仕様をご確認の上お選びください。
※本製品を使用中に発生したデータやプログラムの消失、機器の故障などにつきましては、弊社は一切の責任を
負いかねます。あらかじめご了承くださるとともに、定期的にバックアップを取るなどの対策を行ってください。
※記載の社名及び製品名は、一般に各社の商標または登録商標です。
※「Xperia」は、Sony Mobile Communications ABの商標または登録商標です。
※製品の向上のため、仕様・外観を
　予告なく変更することがあります。

XperiaTM Z2 SO-03F
XperiaTM ZL2 SOL25
XperiaTM A2 SO-04F
XperiaTM Z1f SO-02F
XperiaTM Z1 SO-01F/SOL23

XperiaTM Z Ultra SOL24
Xperia™ Z2 Tablet SO-05F/SOT21 
　　　　　　　　　　SGP511/512

XperiaTMとUSB充電器を接続

※本体にケースをつけている場合、ケースを外さないと充電できない場合があります。

1m

●ケースを装着して使用する場合は、必ず純正クレードル対応ケースをご使用ください。
●パソコンでの接続はできません。
●充電専用です。同期機能はありません。
●分解・改造を行った製品による損害の責任は一切負いかねます。
●本製品に本体を接続したまま画面操作をする場合は、本体を支えながら操作してください。コネ
クタが外れる場合があります。
●本製品は安全規格に準じた製品です。品質には万全を期しておりますがメーカー純正品ではあ
りません。ご使用に際しては十分ご注意の上自己責任においてご使用ください。
●本製品使用時の本体の故障に関しては弊社は一切の責任を負いかねます。
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